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    彼の忠告は間に合つただらうか。いな、彼の忠告は、後の祭
だつた。一時間だけ、遅れ過ぎた。
 
   彼の忠告は、災禍の火を未然に消す風とならずして、却つて
その火を煽り立てた。彼が、夫人の危険を説いたときに、青年
はもう、夫人から弄ばれてゐたのだ。否、弄ばれたと思つてゐ
たのだ。夫人から、弄ばれた恨と憤とに、燃えてゐた青年の心
を、彼はいやが上に煽つた。
 
  （『真珠夫人』本文「火を煽る者」第六節より）
 
  純真な二人の青年は瑠璃子によって弄ばれ、苦しめられている。
彼らは身体的には失ったものは何も無いが、瑠璃子によって確かに
精神の純情を奪われ、それぞれ破滅へと向かっていく。この純情の
喪失という問題は渋谷の述べる男子の童貞の問題そのものではない
が、密接に関わる問題である。なぜなら「新妻に捧げる贈り物」と
しての童貞というものには、肉体の問題だけでなく、男子学生の中
に現れた男女平等の思想とロマンチシズムによる精神の問題が関係
しているからである。そしてこの男性の純情という問題が『真珠夫
人』の中では肉体の問題とならぶ形で現れている。
 
瑠璃子の発言には当時耳目を引いた性にまつわる論争への関わり
がみられた。一つ目は貞操論争である。この論争の最中に発表した
伊藤野枝の主張と瑠璃子の発言は、貞操という観念は男女平等であ
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るべきだという点で内容が共通していることが確認された。先行研
究において貞操の問題は、瑠璃子の「新しさ」を否定する根拠とな
ってきた。川端は瑠璃子が処女を守り通す点で「新しい女」として
は不十分だと指摘していた。確かに彼女は最後まで処女であり続け
る。しかし、それは旧道徳に縛られていたわけではなく、むしろ処
女であることを自身の武器として男性に対抗していたのだ。瑠璃子
はあえて媚態を見せながらも体を与えないことによって、勝平の中
での自身の価値を高めていた。処女であることを武器に男性を誘惑
し、男性中心の不平等な社会を非難していたのだ。川端や当時の『真
珠夫人』の読者は、瑠璃子が処女であることに安心していたのでは
ないだろうか。この安心感が瑠璃子の「新しさ」を否定してきたの
だろうが、本当に彼女は男性にとって安心できる女性だったか。瑠
璃子は身体的には処女であっても十分過激な行為を繰り返している。
男性を性的魅力で誘惑し、処女であることを利用するという手法は
身体の貞操にばかり捉われていた当時としては逆転の発想であり、
瑠璃子が旧来の道徳に縛られているとは到底言えないだろう。
 
二つ目に母性保護論争との関わりがみられた。美奈子を養育しな
がら勝平の財産で生活する瑠璃子の姿からは母性保護論争における
平塚らいてうの母性保護の主張に沿っているように思われ、しかも、
瑠璃子は、当時の女性にあった「女は搾取されるものである」とい
う被害者意識を抜け出し、積極的に「女」を使って「男から搾取す
る女」という新しい女性像を獲得していた。この瑠璃子にみられる
新しい女性像には第二章の〈宿命の女〉モチーフが重なる。母性保
護論争ではたどり着けなかった新しい女性像が、〈宿命の女〉を瑠璃
子に描くことで表れているのだ。また本作は、女性の貞操にばかり
価値を置いていた時代に、男性の純情の問題を作品の中に取り上げ、
身体だけではなく精神の純潔にまで言及する非常に革新的な作品で
あった。『真珠夫人』が多くの人に読まれる大ヒット作品となったこ
とで、この男性の純情の問題は広がっていき、渋谷の論じる大正期
に急浮上する男性の童貞にも価値を与える動きの先駆けとなったと
言えるだろう。
 
『真珠夫人』は大正期のベスト・セラー小説である。これまで新
聞をあまり購読していなかった婦人層などにも本作は読者を広げ、
何度も劇化・映像化されてきた。本作のヒロイン・瑠璃子には、フ
リードリヒ・ヘッベルのユーディット、メリメのカルメン、そして
サロメを書いたオスカー・ワイルドのモチーフが使われており、彼
女には〈宿命の女〉性が認められた。女性が現代よりも不利な立場
に置かれていた当時の社会において、女性が男性を自身の魅力によ
って破滅へ導く〈宿命の女〉という存在は、男女平等の問題におい
てこれまでの日本では見られなかった革新的な女性像であった。瑠
璃子が漱石や谷崎の作品に登場する〈宿命の女〉と比べて、俗的で
幻想的なイメージの〈宿命の女〉と結びつかなかったことからは、
彼女の内面を描くことで瑠璃子自身の主張を読者に読ませ、女性の
新しい生き方から当時の不平等な社会に一石を投じようとした、「生
活第一、芸術第二」を信条とした菊池寛の〈宿命の女〉をみること
が出来る。
 
本作は時事的な問題を取り入れる傾向の強い新聞連載小説として
書かれており、そのために広い読者層が講読した。『真珠夫人』が当
時話題となった様々な議論を発展させ、読者に伝えたことで渋谷の
論にあるような新たな性に関する思考を起動させていく契機となっ
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た。本作はその点において、強い影響力を持った作品だったと言え
るだろう。
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 松岡譲「現代通俗小説論」（『東京朝日新聞』一九七二・四）
 
二
 青野季吉・伊藤整・中野好夫「創作合評会（一）」（『群像』一九四七・四）
 
三
 前田愛「大正後期通俗小説の展開（上）―婦人雑誌の読者層―」（『文学』一
九六八・六）
 
四
 川端康成「「真珠夫人」など」（『菊池寛全集 第五巻』一九六〇・十二）
 
五
 駒尺喜美「男権への反逆者―「真珠夫人」の瑠璃子―」（『国文学 解釈と教
材の研究』一九八〇・三）
 
六
 西垣勤「菊池寛「真珠夫人」の瑠璃子」（『国文学 解釈と教材の研究』一九
八〇・三）
 
七
 陳月吾・唐麗燕『菊池寛の「真珠夫人」の中に登場する新たな女性像につい
て』（福井工業大学研究紀要第 二部、二〇〇六・三）
 
八
 渡辺義愛「宿命の女」『集英社世界文学辞典』（集英社、二〇〇二・二）
 
九
 カール・ウッドリンク
( 若島正訳
) 「宿命の女」『幻想文学大事典』（国書刊行
会、一九九二・二）
 
一〇
 マリオ・プラーツ『肉体と死と悪魔』（国書刊行会、一九八六・十一）
 
一一
 平石典子「明治東京の「宿命の女」」（『文藝言語研究 文芸篇』二〇〇七）、
一木朋子「『煤煙』研究―「宿命の女」と「新しい女」」（『日本文学』二〇〇
一・九）など
 
一二
 平石典子「明治東京の「宿命の女」」（『文藝言語研究 文芸篇』二〇〇七）
 
一三
 『魔性の女挿絵集 大正～昭和初期の文学に登場した妖艶な悪女たち』（河
出書房新社、二〇一三・三）
 
一四
 「画の寓意・画の象徴
 ―『三四郎』を読み直す―」（『聖徳大学研究紀要』
一九九八・十二）、今井洋子「漱石とコルタサルの作品の女性像について―
宿命の女たちはなぜ殺されたのか―」（『京都産業大学論集』二〇〇六・三）
など
 
一五
 笠原伸夫『谷崎潤一郎―宿命のエロス』（冬樹社、一九八〇・六）
 
一六
 芥川龍之介「「菊池寛全集」の序」（『菊池寛全集 第三巻』春陽堂、一九二
二・四）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一七
 正宗白鳥「菊池寛論その他」（『中央公論』一九三二・四）
 
一八
 菊池寛「文芸作品の内容的価値」（『新潮』一九二二・七）
 
一九
 菊池寛「漱石、潤一郎の芸術」（『菊池寛全集 補巻』武蔵野書房、一九九
九・二）
 
二〇
 旧約聖書外伝「ユディト記」に登場する女性。
 
二一
 プリスペル・メリメの小説『カルメン』に登場する女性。
 
二二
 オスカー・ワイルドの戯曲『サロメ』に登場する女性。
 
二三
 土岐健治『聖書外典偽典第一巻 旧外典Ⅰ』（教文館、一九七五・四）を参
考にした。
 
二四
 カール・ウッドリンク
( 若島正訳
) 「宿命の女」『幻想文学大事典』（国書刊行
会、一九九二・二）
 
二五
 川上美奈子「菊池寛『真珠夫人』―大正期ベストセラー小説のジェンダー・
イデオロギー」江種満子・井上理恵『二十世紀のベストセラーを読み解く
―女性・読者・社会の一〇〇年』（学芸書林、二〇〇一・三）
 
二六
 芥川龍之介「大正八年度の文藝界」『毎日年鑑』（大阪毎日新聞社・東京日
日新聞社、一九一九、十二）
 
二七
 無署名「大正六年史文藝界」（『万朝報』一九一八・一・一）
 
二八
 菊池寛「雑書を渉猟す」（『文章倶楽部』一九二〇・六）
 
二九
 一九一四年六月三日『朝日新聞』朝刊一面に吹田訳『ユーディット』の広
告が掲載されている。
 
三〇
 月旦子「読むがまゝ（七）―弥生月の文壇―」（『時事新報』一九一三・三・
十八）
 
三一
 無署名「大正六年史文藝界」（『万朝報』一九一八・一・一）
 
三二
 例えば生田長江訳には、岩野泡鳴「十月の雑誌から」（『時事新報』一九一
三・十）などの同時代評がある。
 
三三
 一九一九年四月二十日の『朝日新聞』朝刊五面や一九二〇年二月二日の『朝
日新聞』朝刊一面などに広告が掲載されている。
 
三四
 小林幹也「誰の視点で眺めるか―菊池寛『真珠夫人』の視点人物―」（『文
学・芸術・文化』二〇〇七・三）
 
三五
 鹿島茂『悪女入門 ファム・ファタル恋愛論』（講談社現代新書、二〇〇三・
六）
 
三六
 菊池寛「自分に影響した外国作家」（『テアトル』一九二六・五）
 
三七
 片山宏行『菊池寛の航跡〈初期文学精神の展開〉』（和泉書院、一九九七・
九）
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三八
 菊池が参照した『ドリアン・グレイの肖像』と同じ作であるが、後に矢口
達によって『ドリアン・グレイの画像』（一九二〇年）と訳された。
 
三九
 菊池が一高の友人佐野文夫の窃盗の罪を被って退学したという出来事。卒
業三ヶ月前のことだった。
 
四〇
 井村君江『「サロメ」の変容―翻訳・舞台』（新書館、一九九〇・四）
 
四一
 菊池寛『文学読本』（第一書房、一九三六・五）
 
四二
 芥川龍之介「
G
a
i
t
y 座の「サロメ」」（『女性』一九二五・八）
 
四三
 生田花世「食べることと貞操と」（『反響』一九一四・八）
 
四四
 安田皐月「生きることと貞操と―反響九月号「食べる事と貞操と」を読ん
で」（『青鞜』一九一四年十二月）
 
四五
 生田花世「周囲を愛することと童貞の価値と―青鞜十二月号安田皐月様の
非難について」（『反響』一九一五・十二）
 
四六
 伊藤野枝「貞操についての雑感」（『青鞜』一九一五・二）
 
四七
 渋谷知美（『日本の童貞』 文藝春秋、二〇〇三・五）と渋谷知美『立身出
世と下半身』（洛北出版、二〇一三・三）を参考にした
 
四八
 菊池寛「現代良人読本」（『主婦之友』一九三七・十一～一九三八・四）
 
